宣伝スポット　　　　２０１５年５月12日　日本共産党愛知県委員会
みなさんこんにちは、日本共産党です。
安倍首相は集団的自衛権の行使容認を具体化する法案を、15日にも国会に提出し、力づくでおし通そうとしています。
海外で戦争する国をつくろうというのが、この法案の正体です。
憲法９条を壊す戦争立法を、力をあわせてストップさせましょう。
戦争立法は、アメリカがアフガン、イラク戦争のような戦争を始めた際に、
自衛隊が従来の戦闘地域までいって軍事支援を行うものです。
戦闘の現場の近くで行う軍事支援は、いつ戦闘にまきこまれるか分かりません。
安倍首相は戦闘にまきこまれたら、武器を使うと国会で答弁しています。

自衛隊が「殺し、殺される」ことになります。

力を合わせて、戦争立法をストップさせましょう。
戦争立法は、ＰＫＯ法の改定で、戦乱が続いているようなところに、自衛隊を派兵して、治安維持活動をさせるものです。
多くの戦死者を出しているアフガニスタンの国際治安支援部隊や、イラク多国籍軍に自衛隊を参加させるものです。
力を合わせて、戦争立法をストップさせましょう。
戦争立法は、日本がどこからも攻撃されていないのに、集団的自衛権を発動して、アメリカとともに海外で戦争できるようにするものです。
安倍首相は、アメリカが先制攻撃をおこなった場合にも、集団的自衛権の発動を否定していません。
力を合わせて、戦争立法をストップさせましょう。
日本共産党は、「戦争立法」反対の一点で、思想・信条の違いを超え、国会内外で、共同して、戦争立法を阻止するために全力をあげます。

日本共産党は党をつくって９３年。一貫して侵略戦争反対を貫いてきました。
力をあわせて、世界に誇る平和憲法９条を守り抜き、９条を生かした平和日本をご一緒につくりましょう。
安倍政権の暴走を厳しく追及し、対案をしめす「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。あなたも日本共産党へお入りください。お申し込みは日本共産党〇〇〇〇事務所までご連絡ください。
